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アスフアルト混合物に於けるアスフアルト
適量の現場算定法
太田誠一郎
A Pield DeterminatIon of the Adequate Amount of 
Asphalt Cement in the Asphaltic Mixtures 
Seiichiro Ohta 
Abstract 
ln the asphaJtic pavements， the amount of the asphalt cement is very 
important. In this paper， the author expiain令 thatthe amount of the asphalt 
cement is easily determined by the author' sグASPHLT MASTIC CHARTグ
arranged by the Ohta' s surface area method. 
l まえがき
ヤ，， ~ 
アスフアルト混合物中のアスフアルト量はアスフアルト舗装のようなものの配合設計中きわ
めて大切なものの一つである。特に，著者はシート， トペカ式に於ては一層重量なものである
と考える。
そこで，著者はかねてからこの問題について研究し従来の表面積誌とは，会く違う太田式表
面積法 (uhta'ssurface area method)によって解決し，さらにこれを簡便化Lて現場で容
易に使用できるようにした。
砕石，砂等の骨材の比重の測定と，ふるい分けさえ行えば，いつでもその場でアスフアjVl';
適量を計算できる間表をつくった。これらについて以下述べることにする。
H骨材の比重
まず，骨材の比重の測定をやる。もし現場の都合でできかねるときはこれを省略して，す
べて ρ=2.65とする。ただし現場によっては pニ2.50以下の比重の軽い骨材があるから注意
を要するO
E ふるい分け試験
一連のふるい器具を用意して， 骨材のふるい分け試験を行う。これにはJISの40mm，
20mm，・・…・・・0.15mm，(0.075mm)のふるいが要る。もし途中のふるいの扶けているときは
その相隣るふるい閏の乎均寸法と第1図とを用いてその聞の大きさの骨材のl:c表面積を求める守
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第 l図平均径と比表面積との関係
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この第1図とか， その他著者の用いてる基本的の値はすべて骨材の比重を p=2.50として示
2.50 してあるから，もし遣った比重の骨材のさニきはA' =-'-;~A。を用いてその比表面積を求めれρ 
ば良い。ふるい分けの結果は百分率で示しておく。
骨材に附着する微粉すなわち，0.075mm(No.200)のふるいを通過するフイラ一分は普通の
場合の骨材では0.5見位であらう。 この分は計算の最後にフイラー分として取扱い調整するが
あまり影響はない。
0.15mm附近の細粒の骨材のふるい分けには十分の注意を払い正確なfl(Iを望みたい。
W 比表面積と比面寧
比表面積は，勿論骨材担当りの表面積をcm2で、表わしたもの，また，比面率とは著者の名付
けたもので，骨材lkg当りの表面積を基準表面積の ao= 10， 000. cm2 /k'I. = 1m2/kgでわった健
一号、あ号。
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著者の測定によると1，これらの値は以下示すようなものである。
ぷ、るし、 A。比表面積(cm'/g) a2 • õO比酉率(lkg当り〉 a2・115比国率(lk雪当り〉
(mm) p=2.50 p=2.50 
40-20 1.8 0.2 0.2 
20-10 3.3 0.3 0.3 
10-日 6.1 0.6 0.6 
ラ-2.5 11. 2 1.1 1.1 
2.5-1.2 20.8 2.1 2.0 
1.2-0.6 38.6 3.9 3.7 
0.6-0.3 71. 0 7.1 6. 7 
0.3-0.15 133.0 13.3 12.5 
0.15-0.075 246.0 25.5 23.0 
V 計 算 何日
(a) アスフアルト，コンクリート(フイラーはアスフアルトの30%と仮定する)
この混合物の骨材のふるい分けその他のものは，以下示す値であるO
ふるい ρ% a2 •ち 6 pa 
(mm) 
40-20 
20-10 
10-日
言-2.ラ
2.5-1.2 
1. 2-0. 6 
0.6-0.3 
0.3-0.15 
0.1ラ-0.075
0.075以下
24.2 
14.3 
15.4 
11. 3 
7.2 
8.1 
6.2 
6.1 
7.2 
100.0 
0.3 
0.2 4.8 
0;3 4.3 
0.6 9.2 
1.1 12.4 
2.0 14.4 
3. 7 30.0 
6. 7 41.5 
12.5 76.2 
23.0 166.0 
ヱρa=358.8キ 3.6x102
765 
このアスフアルト，コンクリートの境充材(フイラー)はアスフアルト重量の30%であるから
第2図の横軸に3.6x 10'をとり，縦軸にアスフアルト，マスティック量として，Pニ8.0%を求
めることができる。今アスフアルト量を.x， フイラー量をyとすれば，
苛+y=8.0，y=0.2x の2式から
l 大田誠一郎: 太田式表面積段によるセえ γ ト.モルダnおよびコ γグリ F トの水， セメ Lノト上じの
検討室工大研報 1，No.4， 539 (19ラ3)
土木学会第8回年次大会講演(1952) 
第一回日本道路会議論文集 ( 1952) 
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第 2図アスフアルトマスチツグ図
Zニ6.15，y=l.出 が求められる。
従って
骨材
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右端の (3)の配合割合は，骨材から混入する微粉をフイラ{分として調整した植で実際施工
0-74) 
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される内容であり， (2)は実際現場で骨材，フイラ~等を計量するときの値であるO
(b) トベカ(ブイラ{をアスフアルトの50，%'とする〉
トペカ混合物の骨材をふるった結果は
ふるい p% a2・65 pa 
(mm) 
20-10 4.2 0.3 1.8 
10~5 8.4 0.6 5.0 
5-2.5 11. 4 1.1 12.6 
2.5-1.2 10.4 2.0 20.8 
1.2--0.6 n.4 3. 7 42.2 
0.6-0.3 17.8 6. 7 1]9.0 
0.3--0.15 24.0 12.5 300.0 
0.15-0.075 12.4 23.0 285.0 
以下 100. "2.pa = 785. 9キ7.9x 10' 
0.075 0.5 
横軸の7.9x102から縦軸にP二 13.2が求まる。
Z十y= 13. 2， y = O.5x カミら，
x=8.8， y=4.4 が求まる。
骨材
(1) 
100. 
4.4 
(3) 
88.0 
4.3 
?
?
?
?
?
?
フイラ{
アスフアルト 8.8 7.7 7.7 
113.2 100.0 100.0 
(2)， (3)の値の内容については(α〉の例で説明した。
(c) トペカ混合物(ふるいの数個を飛ばしてふるった場合，フイラ{量50%)
vふるL、 p% α2・65 ρ。
(mm) 
20-2.5 24.0 0.4* 9.6 
2.5-0.3 39.6 2. 7水 106.9 
0.3-0.15 24.0 12.5 300.0 
0.15-0.0ウ5 12.4 23.0 285.0 
"2.pa = 701. 5ニ7.02x10'
0.075 以下 0.5 
(175) 
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(1) (2) (3) 
，f目耳 材 100. 88.5 88.0 
フイ フー 4.3 3.8 4 <1
アスフアルト 8. 7 7. 7 7. 7 
(註) * 第 1図から求めた値
最後に，フイラーのアスフアルト混合物に対する合理的な適量としては，
ば2，
(1) シ ト
(2) トベカ
(3) 密配合式アスコン
(4)粗グ汐
および混合式マカダム
刊む
100~130% (アスフアルト重量に対し)
50-70% グ
10、30% 庁
0-53~ グ
す び
著者の研究によれ
要約すると，以上の説明は骨材について簡単な試験を行えば，著者の表面積法によって作製
したアスフアトマステイク図によって，合理的なアスフアルト適量が求められるということで
あるO これに比べ，従来のやり方は主として経験からのアスフアルト量のきめ方として大体，
シー ト9-10%，トベカ7-8%，アスコン 5-6%および混合マカダム 4-5%であるとして，ア
スフアルト量の決定にフイラー量を関連させて行ったものは少い。
これに反して，著者の考え方は，アスフアルト量の算定の場合，このフイラー量が最も重量
な要素であるとしたことである。
骨材のふるい分けは如何なる工事でもしばしば行う必要があるから，この方法はその点では
極めて簡単なことでさほど煩雑でなL、。なるべく，数多くのふるい分け試験を行って正確なア
スフアルト量を決定し，俊秀なアスフアルト舗装その他のアスフアルト工事の混合物を造るべ
きである。
以上，今一度説明を加えれば，著者の方法でアスフアルト量を決定するためには，
(1) 砂，砕石等の骨材のふるい分けるすること，
(2) 骨材の比重の測定を行うこと， もしこれを省略したいときは，いづれも ρニ 2.65とし
てやって良し、。
(3) ふるいの細かいもの，すなわち， O. 075rnm， O. 15rnrnおよび0.3mrnの 3個のものだけ
は是非用意したい。
2 太悶誠一郎. 土木学会第6回年次大会講演 (1950)
(176) 
(昭和29年6月4日受付)
